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研究テーマ:
付加体、断層帯の構造発達と岩石変形の力学的
性質に関する研究

地球惑星科学の構造地質学分野。その中で
も主にプレート収束域や断層帯などの変形集
中域のテクトニクスを対象とした研究をおこ
なっている。野外調査と変形実験を研究手法の
両輪としている点が特徴。この研究を通じて、
プレート沈み込み帯や断層帯における岩石変
形にまつわる諸現象を総合的に理解すること
を目的としている。学会活動は日本地球惑星
科学連合（JGU）、米国地球物理連合（AGU）
を中心に行っている。

研究内容:
地質調査、変形解析、変形・透水実験などに

より、付加体、断層帯を構成する物質の変形に
関する性質や透水性などの水理学的性質を明
らかすることを目的とした研究を行っている。
変動域における構成物質の摩擦特性や水理学
的特性を定量的に記述することは、たとえば
付加体の形成・進化の過程をモデル化する上で
重要である。現在、中央構造線、根尾谷断層、
柳ヶ瀬断層などの断層帯や四万十帯（付加体）
において研究が進行中である。これに加えて、
室内では、岩石の幅広い速度域における摩擦
特性を理解することを目的とした実験的研究
もおこなっている。これまでに、回転式剪断試
験機を用いた高速摩擦実験によって、大地震時
に断層が高速で大きく変位する際の断層内プ
ロセス（破砕物形成、摩擦熔融など）と、断層
の力学的性質の全体像を明らかにした。得ら
れた結果のうち特に重要なのは、高速域では
断層の変位そのものが断層の性質を大きく変
えてしまうという点である。この研究により、
断層の構成則が一定であると仮定して進めら
れてきたこれまでの地震発生のモデルは、断
層の変位そのものが断層の性質を変えるとい
う非線形性を考慮して作り直す必要性が指摘
された。フィールド調査の醍醐味は、隆起・削
剥を経て現在地表に露出する、かつての地下深
部における物質変形の産物にじかに触れ、観察
することができる点にある。一方で、観察で得
られた情報のみから、変形に関する力学的性質

や、変形に伴う内部構造変化と透水性変化など
の様子を定量的に読み取ることは困難である。
このため、そのような性質を調べるために、目
的に応じた試験機を設計・開発し、実験システ
ムを軌道にのせることも重要な研究活動の一
つと考えている。
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